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ごあいさつ

東日本電信電話株式会社
宮城事業部岩手支店長

星　伸　寿

東
北
電
友
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
N
T
T
東
日
本
グ
ル
ー

プ
の
事
業
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

情
報
通
信
市
場
は
、
A
I
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
I
 
O
T
等
の
新
た

な
技
術
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
そ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

て
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
分
析
・
活
用
に
よ
り
、
人
々
の
生
活
に
お

け
る
利
便
性
や
各
産
業
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
等
、
幅
広
い
分

野
に
お
い
て
新
た
な
価
値
の
創
造
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
労
働
力
人
口
の
減
少
、
自
然
災
害
の
増

加
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
の
様
々
な
社
会
的
課
題
が
顕
在
化
す
る
中
、

I
C
T
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
S

D
G
 
S
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
N
T
T
東
日
本
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
N
T

T
東
日
本
グ
ル
ー
プ
連
結
利
益
水
準
の
維
持
・
拡
大
を
達
成
す
る

と
と
も
に
、
増
益
基
調
を
維
持
す
る
た
め
の
「
増
収
転
換
」
を
目
指

し
、
事
業
の
持
続
的
な
成
長
・
発
展
へ
と
繋
げ
て
い
く
た
め
、
地
域

密
着
の
強
み
を
活
か
し
た
、
〝
地
域
と
と
も
に
歩
む
I
C
T
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
〃
と
し
て
地
域
社
会
・
経
済
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
に
、
「
変
革
の
三
本
柱
2
．
0
（
①
情
報

通
信
事
業
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
成
長
、
②
地
域
の
活
性
化
へ
の
貢

献
、
③
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
）
」
の
完

遂
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
N
T
T
東
北
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
、
「
変
革
の
三
本
柱
2
．

0
」
の
実
現
に
向
け
、
I
O
T
や
A
I
等
の
技
術
を
活
用
し
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
や
企
業
に
お
け
る
I
T
人

材
不
足
な
ど
、
東
北
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、
本
年
の
「
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
に
向
け
て
は
、
宮
城
・
福
島
で
の
開
催
も
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
安
心
・
安
全
な
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
N
T

T
の
ブ
ラ
ン
ド
カ
向
上
へ
貢
献
で
き
る
よ
う
、
N
T
T
東
日
本
グ

ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

岩
手
県
は
、
広
大
な
土
地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
と
豊
か
な

自
然
が
あ
る
素
晴
ら
し
い
土
地
柄
で
あ
り
ま
す
が
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
8
年
が
経
過
し
復
興
の
取
り
組
み
が
続
く
中
に
お
い
て

は
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
な
ど
、
岩
手
県
内
の

社
会
、
経
済
に
お
け
る
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
と
こ
ろ

です。今
後
は
、
引
き
続
き
復
興
に
取
組
み
、
一
日
も
早
い
安
全
の
確

保
、
暮
ら
し
の
再
建
、
な
り
わ
い
の
再
生
を
目
指
す
と
と
も
に
、
東

日
本
大
震
災
津
波
の
教
訓
を
未
来
に
向
け
伝
承
・
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
昨
年
は
、
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
が
釜
石
市
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
外
国
人
が
訪
れ
、
地

域
振
興
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
I
L
C
）
の
国
内
建
設
候
補

地
に
北
上
山
地
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
産
業
振
興
・
技
術
革

新
、
雇
用
創
出
・
人
材
育
成
、
地
域
振
興
な
ど
に
お
い
て
、
大
き
な
波

及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
I
L
C
を
東
北
へ
誘
致
す
る
こ
と

は
東
北
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
N
T
T
東
北
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
、
産
学
官
民
で
構
成
さ
れ
た

「
東
北
I
L
C
推
進
協
議
会
」
と
連
携
を
図
り
、
東
北
へ
の
誘
致
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す。
こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
は
、
N
T
T
東
日
本
岩
手
グ
ル
ー
プ
が

持
つ
強
み
を
活
か
し
、
地
域
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
守
り
、
I
C
T
を

地
域
や
企
業
に
広
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
岩
手
の
安
心
安
全

な
暮
ら
し
を
守
り
、
社
会
や
企
業
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
農
業
I
 
O
T
の
取
組
み
と
し
て
ぶ
ど
う
畑
に
お

い
て
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
温
度
・
湿
度
等
の
環
境
デ
ー
タ
の
活
用
、

カ
メ
ラ
に
よ
る
呆
粒
肥
大
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
作
業
を

効
率
化
し
っ
つ
、
品
質
の
安
定
し
た
ぶ
ど
う
を
生
産
し
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
展
開
・
継
承
す
る
な
ど
、
様
々
な
I
 
O
T
活
用
の
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様
の
声
・
地
域
の
課
題
に
耳
を
傾
け
、
共
感

し
寄
り
添
い
、
愛
す
る
東
北
・
愛
す
る
岩
手
を
支
え
て
い
く
存
在
で

あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
東
北
電
友
会
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
東
北
電
友
会
の
益
々
の
ご
発
展
、
並
び
に

会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。



福島小国ビルエリア

◎
支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

岩
手
支
部
長澤

田
　
俊
夫

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
改
ま
り
、
時
代
の
変
化

に
追
い
付
け
て
い
な
い
自
分
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

百
年
前
は
、
岩
手
県
出
身
の
原
敬
内
閣
が
発
足
し

ラ
ジ
オ
の
実
験
放
送
や
ア
メ
リ
カ
で
ダ
イ
ヤ
ル
式
電

話
機
が
出
現
し
た
時
代
で
し
た
。

平
成
は
、
海
部
内
閣
や
天
安
門
事
件
で
幕
を
開
け

N
T
T
は
民
営
化
後
3
年
経
過
し
、
電
話
局
の
名
称

も
支
店
・
営
業
所
に
変
更
さ
れ
、
子
会
社
設
立
や
ラ

イ
バ
ル
会
社
の
出
現
な
ど
競
争
原
理
が
導
入
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
電
話
交
換
機
中
心
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と

し
た
情
報
通
信
網
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
の
時
代
に
入
り
、
米
中
貿
易
摩
擦
や
地
球
温

暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
は
日
常
化
し
っ
つ
あ
り
、
少

子
高
齢
化
、
過
疎
化
に
よ
る
限
界
集
落
な
ど
一
抹
の

社
会
不
安
を
抱
か
せ
ま
す
。
生
命
科
学
や
先
端
医
療

の
進
歩
に
よ
る
長
寿
命
化
、
A
I
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

活
用
に
よ
る
社
会
革
新
が
期
待
さ
れ
る
時
代
で
も
あ

り
ま
す
。

特
に
A
I
の
進
歩
は
、
3
年
前
囲
碁
A
I
が
世
界

ト
ッ
プ
棋
士
の
韓
国
イ
・
セ
ド
ル
九
段
に
4
勝
1
敗

で
勝
利
し
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
囲
碁
は
、

碁
盤
が
広
く
形
成
判
断
が
難
し
く
、
変
化
も
1
7
1

桁
と
な
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
計
算
能
力
を
超
え
て
い

ま
し
た
。
最
近
は
、
人
間
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
参
考

に
「
先
を
読
み
想
定
図
を
作
る
」
　
「
そ
の
想
定
図
を

判
断
す
る
」
方
法
を
取
り
入
れ
た
結
果
、
こ
の
手
を

打
つ
と
勝
利
確
率
が
何
％
と
判
断
出
来
る
方
法
（
モ

ン
テ
カ
ル
ロ
・
ツ
リ
ー
・
サ
ー
チ
）
　
を
採
用
し
、
飛

躍
的
に
棋
力
を
向
上
さ
せ
人
間
を
凌
ぐ
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。

A
I
が
我
々
の
生
活
習
慣
、
投
薬
、
病
歴
等
々
か

ら
余
命
を
判
断
す
る
な
ど
、
間
も
な
く
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
浸
透
す
る
時
代
が
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

令
和
時
代
の
岩
手
の
自
慢
は
、
若
手
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
大
活
躍
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
M
L
B
の
大

谷
翔
平
や
菊
池
雄
星
、
大
船
渡
高
校
の
佐
々
木
朗
希

投
手
が
令
和
の
怪
物
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
小
林
陵
借
が
日
本
人
で

初
め
て
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
、
岩
手
の

若
者
の
未
来
は
明
る
く
輝
い
て
見
え
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
9
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
電
友
会
岩
手
支
部
と
し
て
も
若

手
の
活
躍
に
刺
激
を
受
け
、
令
和
の
時
代
に
相
応
し

い
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
明
る
い
会
の
あ
り
方
を

模
索
し
、
支
部
会
員
の
親
睦
と
福
祉
の
向
上
に
貢
献

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
N
T
T
グ
ル
ー
プ
東
北
だ
よ
り

◎
台
風
1
9
号
へ
の
対
応

「
O
N
E
 
T
E
A
M
 
T
O
H
O
K
U
」
と
し
て

昨
年
1
0
月
に
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
た
台
風
1
9
号
は

東
北
管
内
で
も
福
島
、
宮
城
、
岩
手
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
宮
城
、
福
島
で
は
、
一

部
の
通
信
ビ
ル
の
停
電
や
水
没
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
影
響
が
及
び
ま
し
た
が
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ

全
体
の
社
員
が
迅
速
か
つ
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

結
果
、
丸
森
ビ
ル
　
（
宮
城
）
　
は
1
0
月
1
4
日
に
、
水
没



お困りごと（丸森）

丸森ボランティア

し
た
浅
川
ビ
ル
　
（
福
島
）
　
は
発
災
か
ら
4
日
後
の
1
7

日
に
サ
ー
ビ
ス
回
復
、
ま
た
本
宮
ビ
ル
　
（
福
島
）
　
も

一
時
機
能
を
停
止
し
ま
し
た
が
懸
命
な
装
置
の
取
替

え
作
業
に
よ
り
設
備
復
旧
に
至
り
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
加
入
ケ
ー
ブ
ル
の
復
旧
作
業
や
お
客

様
宅
の
故
障
修
理
が
本
格
化
す
る
中
で
、
故
障
修
理

の
広
域
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
東
京
・
北
海
道
事
業
部
」
　
「
秋
田
支
店
」
が
郡
山

L
M
C
を
拠
点
に
、
「
岩
手
支
店
」
が
須
賀
川
ビ
ル
、

「
山
形
支
店
」
は
福
島
L
M
C
、
「
青
森
支
店
・
秋
田

支
店
」
　
の
別
姓
は
苦
竹
ビ
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
点
を
設

置
し
現
地
支
援
を
行
い
、
お
客
様
宅
の
早
期
故
障
修

理
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
人
班
、
マ
ス
班
で
は
、
避
難
所
に
お
け
る
　
「
特

設
公
衆
電
話
の
開
設
」
　
「
災
害
時
局
公
衆
F
 
r
 
e
 
e

W
・
1
F
i
の
設
置
」
他
、
被
災
者
向
け
の
通
信
に
関

す
る
相
談
先
と
し
て
自
治
体
と
連
携
し
「
お
困
り
ご

と
受
付
窓
口
」
を
開
設
す
る
な
ど
、
地
域
の
お
客
様

に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
し

た。

ま
た
、
停
電
に
よ
り
地
域
住
民
に
ガ
ソ
リ
ン
が
提

供
で
き
な
い
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
移
動
電
源
車
を

接
続
し
、
電
源
を
供
給
す
る
取
り
組
み
も
行
い
、
燃

料
を
必
要
と
し
て
い
た
地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
感
謝

さ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

設
備
復
旧
・

故
障
修
理
の
ほ

か
に
も
、
丸
森

町
の
復
旧
支
援

と
し
て
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
、
1
0

月
2
9
日
と
3
0
日

の
2
日
間
で
総

勢
約
5
0
名
が
参

加
、
現
地
で
は
、

3
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
被
災

者
宅
の
家
財
整

理
や
泥
か
き
作
業
な
ど
力
仕
事
を
懸
命
に
行
い
ま
し

た。
東
北
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
　
「
O
N
E
 
T
E

A
M
 
T
O
H
O
K
U
」
　
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

地
域
の
お
客
様
の
声
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
行
い
ま

した。
◎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
後
援
会
か
ら
の
お
礼

日
頃
よ
り
N
T
T
グ
ル
ー
プ
東
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
後
援
会
会
員
募
集
に
際
し
て
は

多
く
の
O
B
・
O
G
の
皆
様
に
ご
賛
同
頂
き
、
過
去

最
大
の
会
員
登
録
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

東
北
マ
ー
ク
ス
各
ク
ラ
ブ
　
（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
）
　
の
選
手
・
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
も
、
皆

様
方
か
ら
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
強
く
温
か
い
ご
支

援
に
一
同
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。



お困りごと（丸森）

丸森ボランテノア

し
た
浅
川
ビ
ル
　
（
福
島
）
　
は
発
災
か
ら
4
日
後
の
1
7

日
に
サ
ー
ビ
ス
回
復
、
ま
た
本
宮
ビ
ル
　
（
福
島
）
　
も

一
時
機
能
を
停
止
し
ま
し
た
が
懸
命
な
装
置
の
取
替

え
作
業
に
よ
り
設
備
復
旧
に
至
り
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
加
入
ケ
ー
ブ
ル
の
復
旧
作
業
や
お
客

様
宅
の
故
障
修
理
が
本
格
化
す
る
中
で
、
故
障
修
理

の
広
域
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
東
京
・
北
海
道
事
業
部
」
　
「
秋
田
支
店
」
が
郡
山

L
M
C
を
拠
点
に
、
「
岩
手
吉
諺
だ
が
須
賀
吊
ゾ
一
㌧
、

「
山
形
支
店
」
は
碍
声
」
M
C
、
三
景
等
人
言
∴
誓
一
日
・
”

支
店
」
　
の
別
法
迂
苦
＝
汀
ゾ
：
二
そ
工
ぞ
㌧
一
志
空
手
三
設

置
し
現
地
支
援
を
行
1
㌦
■
　
お
客
牽
宅
⊇
三
幸
㍗
誓
言
ク

理
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
人
註
、
マ
ス
三
で
「
一
心
、
↓
妻
ノ
≡
一
【
二
三
十
三
二
　
二
手

設
公
賓
雷
一
三
二
三
二
三
二
　
∴
享
≡
二
二
三
、
二
人
　
▲
亡
亡

W
i
F
i
〕
キ
妄
二
三
∵
三
上
孝
三
一
二
三
信
に
関

す
る
葡
整
三
∵
「
二
二
三
憲
で
ニ
淫
誇
－
二
お
困
り
ご

と
受
付
窓
口
」
を
胃
設
す
る
な
ど
、
地
域
の
お
客
様

に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
し

た｛
ま
た
、
停
電
に
よ
り
地
域
住
民
に
ガ
ソ
リ
ン
が
提

供
で
き
な
い
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
移
動
電
源
車
を

華
莞
し
、
電
源
を
供
給
す
る
取
り
組
み
も
行
い
、
燃

鞍
を
必
要
と
し
て
い
た
地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
感
謝

き
上
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

云
学
復
旧
・

立
言
疹
薫
香
j

か
に
も
、
丸
森

町
の
復
旧
支
援

と
し
て
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
、
1
0

月
2
9
日
と
3
0
日

の
2
日
間
で
総

勢
約
5
0
名
が
参

加
、
現
地
で
は
、

3
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
被
災

者
宅
の
家
財
整

責
や
泥
か
き
作
業
な
ど
力
仕
事
を
懸
命
に
行
い
ま
し

た。
東
北
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
て
　
「
O
N
E
 
T
E

A
M
 
T
O
H
O
K
U
」
　
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

地
域
の
お
客
様
の
声
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
行
い
ま

した。
◎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
後
援
会
か
ら
の
お
礼

日
頃
よ
り
N
T
T
グ
ル
ー
プ
東
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
後
援
会
会
員
募
集
に
際
し
て
は

多
く
の
O
B
・
O
G
の
皆
様
に
ご
賛
同
頂
き
、
過
去

最
大
の
会
員
登
録
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

東
北
マ
ー
ク
ス
各
ク
ラ
ブ
　
（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
）
　
の
選
手
・
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
も
、
皆

焉
方
か
ら
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
強
く
温
か
い
ご
支

護
に
一
同
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。



お経と千響太鼓

慰霊灯籠灯籠流し

4

◎
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
を
供
養

電
電
相
馬
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
　
栄

2
0
1
1
年
の
震
災
を
受
け
住
宅
は
全
滅
・
犠
牲

者
も
出
て
悲
惨
な
状
況
で
し
た
。

復
旧
す
る
に
も
今
後
の
地
震
と
津
波
を
考
慮
し
、

こ
れ
ま
で
の
場
所
に
住
宅
を
建
て
る
事
が
出
来
な
く

土
地
確
保
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
早
い
復
旧
復
興
を
目
的
に
漁
業
中
心
の
原

釜
・
松
川
浦
（
相
馬
市
の
東
部
地
区
）
の
被
災
者
で
「
東

部
再
起
の
会
」
を
発
足
。
相
馬
市
が
行
う
復
興
住
宅

の
実
現
に
協
力
、
早
い
実
現
が
出
来
ま
し
た
。

私
は
東
部
地
区
で
は
無
い
の
で
す
が
、
小
中
学
校

の
同
級
生
の
大
半
が
被
災
を
受
け
犠
牲
者
も
い
る
事

か
ら
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
犠
牲

者
供
養
の
た
め
、
「
東
部
再
起
の
会
」
を
中
心
に
し

て
　
「
東
日
本
悌
故
者
慰
霊
流
灯
会
」
を
組
織
し
毎
年

お
盆
の
時
期
に
灯
篭
流
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
（
9
回
日
）
　
も
8
月
3
1
日
、
企
業
・
旅
館
・

商
店
・
船
主
・
個
人
か
ら
の
寄
付
で
費
用
を
賄
い
、

2
0
数
名
の
お
坊
さ
ん
が
県
内
・
埼
玉
・
東
京
よ
り
集

ま
っ
て
頂
き
、
お
経
と
千
響
太
鼓
・
灯
篭
流
し
で
供

養
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
1
0
回
目
を
区
切
り
に
終
了
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
今
年
、
先
祖
代
々
の
供
養
に
来
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。



◎
復
興
地
蔵
を
作
る

－
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
－

気
仙
沼
ク
ラ
ブ
　
佐
藤
　
京
子

2
0
1
1
年
3
月
日
日
、
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
出

来
事
で
す
。
東
日
本
大
震
災
は
本
当
に
言
葉
に
言
い

表
せ
な
い
大
災
害
で
し
た
。
5
ケ
月
間
、
息
子
の
所

に
身
を
寄
せ
、
そ
し
て
南
方
の
仮
設
住
宅
で
5
年
と

5
カ
月
、
そ
れ
か
ら
南
三
陸
町
に
帰
っ
て
き
て
3
年

と
6
カ
月
に
な
り
ま
す
。
あ
の
津
波
で
全
て
を
失
い

う
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
い

け
な
い
と
言
う
気
持
ち
に
し
て
い
た
だ
い
た
の
も
全

国
の
皆
さ
ん
か
ら
の
心
温
ま
る
支
援
の
お
陰
で
し
た
。

失
っ
た
物
以
上
の
人
の
温
か
い
心
遣
い
に
、
私
の
気

持
ち
は
奮
い
立
ち
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
、
復
興
地
蔵
作
り
を
思
い
立
ち

作
成
し
始
め
ま
し
た
。
お
陰
様
で
3
千
セ
ッ
ト
超
の

お
地
蔵
さ
ん
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
出
来
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
で
、
私
達
が
生
き
て
ゆ
く
事
の
力
と
術
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
、
私
達
は
人
と
し
て
助
け
合

い
、
励
ま
し
合
っ
て
楽
し
く
生
き
て
お
り
ま
す
。
N

T
T
労
組
の
皆
さ
ま
か
ら
も
沢
山
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
は
ま
ゆ
り

会
、
南
三
陸
町
民
を
代
表
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



東北地方本部だより

全国女性の会アグリガールの活動紹介

6

◎
支
部
長
・
事
務
局
長
会
議
の
開
催

元
年
7
月
1
8
日
、
N
T
T
五
橋
ビ
ル
に
お
い
て
開

催
。
本
部
理
事
会
及
び
評
議
員
会
模
様
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ
東
北

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
後
援
会
へ
の
協
力
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
物
品
支
援
状
況
、
会
報
8
5
号
の
発
行
等
に
つ
い
て

審
議
、
決
定
し
ま
し
た
。

◎
第
5
回
全
国
女
性
の
会
へ
の
参
加

元
年
9
月
2
5
日
～
2
6
日
、
本
部
主
催
で
東
京
T
K

P
銀
座
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
。
東
北

か
ら
は
、
小
坂
美
知
恵
さ
ん
　
（
地
方
本
部
）
、
渡
辺

比
住
子
さ
ん
　
（
山
形
支

部
）
　
が
参
加
。
各
地
方

本
部
の
活
動
紹
介
、
「
ド

コ
モ
・
ア
グ
リ
ガ
ー
ル
」

に
よ
る
講
演
会
、
看
護

師
に
よ
る
健
康
講
座
等

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
で
、
相
互
研
鐘
と
親
睦
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

◎
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

㈲
元
年
5
月
1
1
日
、
気
仙
沼
・
大
島
で
の
復
興
支

援
活
動
に
、
奥
野
本
部
長
、
小
野
寺
前
本
部
長
始
め

宮
城
支
部
1
3
名
（
五
ッ
橋
6
、
石
巻
3
、
気
仙
沼
4
）
、

岩
手
支
部
（
一
関
5
名
）
　
の
計
1
8
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
本
活
動
は
、
N
T
T
　
（
持
株
）
　
C
S
R
推
進
室
、

N
T
T
フ
ァ
シ
リ
ィ
テ
ィ
ー
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

主
催
の
　
「
縁
の
真
珠
　
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
」
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

回
も
震
災
の
翌
年
に
植
樹
し
た
苗
木
の
成
長
管
理
と

し
て
下
草
刈
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

㈲
ま
た
、
1
0
月
5
日
、
同
地
区
に
お
い
て
本
年
度

2
回
目
の
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
副
本
部

長
始
め
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
、
石
巻
電
友
会
、
気
仙
沼
ク

ラ
ブ
、
い
ち
の
せ
き
電
友
会
か
ら
目
名
の
会
員
・
家

族
が
参
加
し
下
草
刈
、
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
つ
い
て
は
電
友
会
本
部

か
ら
も
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

湖
東
松
島
市
海
岸
防
災
林
再
生
活
動
へ
の
参
加

元
年
6
月
1
5
日
、
N
T
T
東
日
本
宮
城
事
業
部
主

催
で
「
N
T
T
東
日
本
み
や
ぎ
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
4
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
同
市
矢
本
地
区
、

浜
市
地
区
の
植
樹
後
の
成
長
管
理
　
（
下
草
刈
）
　
活
動

へ
参
加
。
奥
野
本
部
長
始
め
五
ッ
橋
ク
ラ
ブ
　
（
5
名
）
、

石
巻
電
友
会
　
（
6
名
）
　
の
会
員
計
目
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
生
憎
の
梅
雨
空
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
も

現
役
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
雑
草
と
格
闘
し
て
き
ま
し

た。
電
友
会
で
は
引
き
続
き
「
チ
ー
ム
N
T
T
」
と
し

て
震
災
復
興
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
す
。
参
加
の
皆
様
の
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の

更
な
る
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
第
2
9
回
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
受
賞

元
年
日
月
2
0
日
、
本
部
主
催
の
表
彰
式
が
「
K
K

R
ホ
テ
ル
東
京
」
　
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
北
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

食
用
廃
油
回
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
　
末
永
秀
昭
さ
ん
　
（
福
島
支
部
）

「
地
球
温
暖
化
防
止
と
知
的
障
害
者
支
援

施
設
事
業
へ
の
支
援
の
功
績
」

平
成
2
1
年
か
ら
「
地
球
温
暖
化
防
止
事
業
」
と
し

て
電
友
会
は
も
と
よ
り
現
役
社
員
、
食
堂
、
退
職
者

の
会
等
の
協
力
を
い
た
だ
き
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。



東北地方本部だより

受賞おめでとうございます　福島支部末永秀昭さん（前列右から2人目）、
山形支部後藤キヌ江さん（前列真ん中）、

岩手支部新田秀子さん（前列左から2人目）

NTT特別顧問の
三浦憧様を囲んで

回
収
廃
油
は
、
知
的
障
害
者
施
設
「
菊
の
里
」
　
へ

運
び
同
施
設
事
業
に
役
立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
付
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
そ
の
も
の
で

あ
り
環
境
保
護
・
社
会
福
祉
活
動
と
し
て
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

久
保
ミ
キ
さ
ん
、
新
田
秀
子
さ
ん
　
（
岩
手
支
部
）

「
長
期
に
わ
た
る
視
聴
覚
障
害
者
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
　
の
功
績

3
0
年
も
の
永
き
に
亘
り
拡
大
写
本
の
活
動
等
、
視

聴
覚
障
害
者
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
点
訳
製
本
し
た
指
圧
試
験
用
参
考
書
は
国

家
試
験
の
合
格
に
大
い
に
貢
献
す
る
な
ど
長
期
に
亘

る
地
道
な
活
動
の
重
要
性
が
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た。
後
藤
　
キ
ヌ
江
さ
ん
　
（
山
形
支
部
）

「
琴
を
通
じ
た
伝
統
文
化
継
承
活
動
へ
の
功
績
」

生
田
流
等
曲
の
正
師
範
と
し
て
活
躍
す
る
傍
ら
、

永
年
に
亘
り
寒
河
江
市
の
小
中
学
校
で
の
伝
統
文
化

継
承
教
育
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
等
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
、
地
域
の
教
育
文
化
活
動
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

◎
叙
勲
の
ご
紹
介

謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
益
々
の

ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
者
叙
勲

（
叙
位
・
叙
勲
）
　
（
支
部
名
）
　
（
ご
氏
名
）

瑞
宝
双
光
章
　
　
宮
　
城
　
千
葉
　
信
雄
様

瑞
宝
双
光
章
　
　
宮
　
城
　
兵
庫
　
正
志
様

（
令
和
元
年
7
月
～
令
和
元
年
日
月
ま
で
）

◎
台
風
1
9
号
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

元
年
1
0
月
1
2
日
か
ら
1
3
日
に
か
け
東
日
本
を
通
過

し
た
台
風
1
9
号
は
全
国
各
地
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し

ま
し
た
。
東
北
地
方
で
は
、
と
り
わ
け
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
各
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
1
9
号
に
よ
る
通
信
設
備
の
被
害
も
大
き
く

N
T
T
東
日
本
で
は
通
信
設
備
の
復
旧
に
全
社
挙
げ

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
例
年
1
0
月
2
3
日

に
実
施
し
て
き
た
　
「
N
T
T
O
B
・
O
G
交
流
会
」

は
宮
城
、
福
島
、
岩
手
で
は
中
止
の
や
む
な
き
に
至

り
ま
し
た
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
次
回
を
楽
し
み
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
事
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


